
佐賀県教育センター キャリア教育

道徳 中－１／56

１ 主題名 労働と学習の値打ち 内容項目 ４－（５）

２ 資料名 「朝がくると」（まどみちお作 『心のノート 小学校３，４年平成18年度補訂版』

文部科学省）

「いっぽんの鉛筆のむこうに」（谷川俊太郎 他作 福音館書店）

３ 本時で重点を置いたキャリア諸能力

領 域 能 力 本時

人間関係形成能力 自他の理解能力

コミュニケーション能力

情報活用能力 情報収集・探索能力

職業理解能力

将来設計能力 役割把握・認識能力 ○

計画実行能力

意思決定能力 選択能力

課題解決能力

４ 本時のねらい

・ 人間は，計り知れないほど多くの人々の労働・仕事によって支えられて生きているということを

理解させる。

・ いつの日か自分も社会の一員として，だれかを支える存在になるために学校で学ぼうという意欲

を高めさせる。

５ 展開

学習活動 主な発問等 指導上の留意点 評価（方法）

【キャリア諸能力】

導 １ 「朝がくると」の ○ まどみちおさん ・ 「ぞうさん」「こい

作者であるまどみち を知っています のぼり」などの童謡の

おについて知る。 か。 作詞者であることを知

入 らせる。

２ 資料「朝がくると」 ○ （ ）の中に入 ・ （ ）に入る言葉を

／ を読み，（ ）に入る ると思う言葉と， 知っている生徒がいた

と思う言葉を考え， その理由を発表し ら，「知っていても中

その理由を発表する。 てください。 学２年生として学んだ

ら，今までと考え方が

変わると思います。」

と言って資料に入る。

・ 正解は言わず，生徒

から出た言葉を入れて

読んでみる。

３ １本の鉛筆の向こ ○ １本の鉛筆の向 ・ １本の鉛筆を手に持

展 うに何が見えるか考 こうに何が見えま ち，生徒に提示する。

える。 すか。 ・ 生徒にも鉛筆を１本

持たせ考えさせる。

４ 資料「いっぽんの ・ 紙芝居形式で提示す

鉛筆のむこうに」を る。

聞き考える。
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(1) 鉛筆１本を手にす ○ １本の鉛筆がで ・ 確認しながら資料を

るまでに携わってい きるまで，私たち 黒板にはっていく。

る人たちのことを考 の知らないところ

える。 で働いている人は

どんな仕事をして

いますか。

(2) いかに多くの人が ○ 自分の鉛筆と言 ・ 鉛筆ができるまでの 一つ一つの仕事

携わっているかを確 いますが，あなた どの過程（仕事）が欠 が社会的役割を

認する。 は鉛筆ができるま けても鉛筆は私たちの 担っていること

でのどこかにかか 手に届かないことを自 を理解する。（観

わっていますか。 覚させる。 察・発言）

５ 資料「朝がくるま 【役割把握・認識能力】

で」に戻り，（ ）

に入る言葉を考え，

詩「朝がくるので」

を読む。

(1) （ ）に入る言葉 ○ もう一度（ ） ・ 数名に発言させた後

を考え，その理由と に入る言葉を考え 「ぼくが作ったもので

共に発表する。 て，その理由も発 もない」と板書する。

表してください。

(2) 「ぼくが作ったの ・ 静かに淡々と読む。

開 でもない」を空欄に

入れ，読む。

６「ぼく」が気付いた ○ 「ぼく」はどん ・ 「ぼく」（私たち） 多くの人たちの

ことを確認する。 なことに気付いた が多くの〈もの〉に囲 支えがあって生

と思いますか。 まれて生活しており， 活が成り立って

その一つ一つが多くの いることを理解

人の労働に支えられて する。（観察・

いることを理解させ 発言）

７ ３連目の意味につ ○ 「ぼく」は何の る。 【役割把握・認識能力】

／ いて考える。 ために学校へ行く

と言っています

か。

○ 「何かを作るこ ・ ワークシートに書か

とができるように せ，発表させる。

なる」とは「ぼく」 ・ 社会の一員としての 将来，社会の一

のどういう気持ち 役割を担おうと思う 員として１つの

の表れだと思いま 「ぼく」の気持ちを考 役割を担ってい

終 すか。 えさせる。 く人になろうと

８ 感想を書く。 していることを

９ 教師の話を聞く。 ・ 自分の生活を見渡し 理解する。（観

末 て，いかにたくさんの 察・ワークシート・

人たちに支えられてい 発言）

るかを考えさせる。職 【役割把握・認識能力】

場体験学習のことも意

識しながら，役割（仕

事）を誠実に果たして

いくことの大切さを話

す。


